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自然災害の恐怖、１０年前の記憶が蘇って・・・

先週の学年通信で、「間もなく東日本大震災から 10年を迎えます・・・」という記事を載せた翌日、大きな地震
が発生してしまいました。１０年前の記憶が蘇り、改めて自然災害の恐ろしさを思い起こすことになりました。保
護者の方々のお家の方は大丈夫だったでしょうか？被害に遭われた保護者の方々には、心より、お見舞いを申し上
げます。また、それぞれのご家庭では、まだまだ地震の後片付けが残っているご家庭もあるかもしれません。疲れ
等を起こさないよう、どうか気をつけてください。
「たった１０年間でなぜ２回も大地震がくるのでしょうか？」、「しかもコロナ禍で苦しむ今のこのタイミング

でなぜ？」と思ってしまったのは私だけではないと思います。しかもまだまだ東日本大震災の余震は続くと言われ
ています。特にこの一週間は、同程度の余震が来ることも十分起こり得るので、決して気を緩めないようにと思い
ます。生徒達にも十分に気を付けるように伝えています。自然災害は、人間の都合など全く考えてはくれません。
改めて日頃の備えの大切さと、本当にいざという時には、一人ひとりが自分の身は自分で守ることを意識しなけれ
ばならないと強く思いました。

「東日本大震災から学んだ事や、子どもたちに伝えたいこと。」 ３．１１に復興の花火
でお寄せいただいた原稿を紹介します。ご寄稿、ありがとうござ
いました。 郡山市の経済団体でつくる「３．１１オ
○「命の大切さ、被災地での思いやり」 ールフォーワンこおりやま実行委員会」で
自分のことより、お世話をしている人達のことが優先でし は、東日本大震災から丸１０年となる３月

た。当時から現在も勤めている介護施設で働く私は、施設で １１日、復興への願いを込め、市内５カ所
過ごす利用者様の心配や対応が先でした。そんな中、自分自 で一斉に花火を打ち上げます。感染拡大予
身も知人、友人の方からの心配の連絡を受け、とてもありが 防のため、花火の打ち上げ場所などは公表
たかったことを覚えています。「人との繋がり、思いやり」 しないそうです。（民友新聞より）
の大切さを身をもって感じたことが忘れられません。

今年度最後の学習コンテスト、実力テストに向けて、全力で取り組みましょう。

先日、2021 年県立高校前期選抜志願状況が発表されました。３年生は、いよいよ
３月３日から、県立高校の受験本番を迎えます。１・２年生も、１、２年後の入試
本番を見越して、毎年実力テストを行っています。入試に向けての学力は、一朝一
夕では身につきません。来週から行われる学習コンテストで行われるような、ごく
基本的な、漢字の読み書き、数学の計算問題、英単語の意味・スペルなどが学習の
基本知識としてベースになっていますので、絶対におろそかにはできません。前回
の学習コンテストでは、驚くような成果を生徒達は見せてくれました。ぜひ、学習
コンテスト、実力テストに向けて全力で取り組んで、１年間の学習のまとめ・仕上
げとなるよう頑張ってほしいです。

※真剣に学習コンテストの学習に励む２組

来週の主な行事予定 ※ SC＝スクールカウンセラー
月 日 曜 時程 給食 主 な 行 事 等 完全下校時刻

１２３４５６ １、２年学習コンテスト（英語）
２／２２ 月 Ａ６ ○ １８：００

天皇誕生日
２３ 火

１２３４５６ １、２年学習コンテスト（国語）
２４ 水 Ａ６ ○ １８：００

１２３４５６ １、２年学習コンテスト（数学）
２５ 木 A６ ○ １８：００

１２４木５木６学 週番引継ぎ会（昼）
２６ 金 A６ ○ １８：００

※３／３（水）実力テスト

お知らせとお願い
（１）今後も引き続き、感染症対策（マスクの着用、検温・健康チェックの記入）を忘れずお願いします。
（２）冬期間、朝の登校時間には、特に、余裕を持って家を出られるようにお願いします。時間に余裕があれば、

ケガや交通事故から身を守れやすくなります。よろしくお願いします。


